
 

 

帯広市地域防災計画の主な変更箇所 

１ 【一般災害対策編】及び【地震災害対策編】について 

新旧対照表 
変 更 箇 所 

一般 地震 

① 洪水の被害想定の設定 

17頁  第２章 帯広市の概況 

第３節 被害想定（新設） 

    １ 洪水 

 帯広市洪水ハザードマップを基に災害時の避難率を用いて推計した。 

  洪水浸水想定区域内の人口 約 128,500人 

  避難率              13％ 

  洪水による避難者数     約 16,700人 

② 地震の被害想定の設定 

 15頁 第１章 総則 

第７節 被害想定 

 北海道が公表した被害想定のうち、「十勝平野断層帯主部」（モデル 45_2）を震源

とする地震のうち、被害が最も大きい「冬の夕方（夕方 18時）」のパターンを帯広

市の被害想定とする。 

  震度 7 全壊棟数 541棟 半壊棟数 2,626棟 死者 9人 重傷者 40人 

  避難者数 30,031人（避難所生活者 19,520人 避難所外避難者 10,511人） 

③ 避難所開設・運営体制の強化に合わせた変更 

36頁 66頁 第３章 防災組織 

第３節 帯広市災害対策本部 

別表３ 各部班の所掌事務 

 避難所の開設・運営担当職員を増員したことに伴い、新たに携わることとなった班

に「避難所の開設及び管理、運営に関すること」を追記。 

④ とかち帯広空港の民営化に合わせた変更 

33頁 

 

 

 

239 

頁 

ほか 

63頁 

 

第３章 防災組織 

第３節 帯広市災害対策本部 

別表２ 部班の編成内容 

 

第７章 事故災害対策計画 

第１節 航空災害対策計画 

２災害予防 ３災害応急対策 ４応急活動体制 別表１《帯広市航空災害救難対策本

部要綱》《帯広市航空災害救難対策本部組織図》 

 委託先の北海道エアポート株式会社を明記 

 

 

 

 

 

 

資 料 ２ 



 

 

⑤ 感染症対策を踏まえた変更 

1頁

ほか 

 

1頁 

ほか 

第１章 総則          第５章 災害応急対策計画 

第３節 計画の効果的推進    第５節 避難対策計画 

 避難所における過密抑制など感染症対策の観点を取り入れた防災対策の推進や、ホ

テルや旅館などの活用も含めた検討に努めることなどを追記。 

⑥ 現状に合わせた変更 

64頁 26頁 第４章 災害予防計画 

第５節 食料等の調達・確保及び防災資機材等の整備 

企業・団体との優先供給協定等の締結状況 

 防災協定の新規締結に伴う追記。  

161

頁 

ほか 

127 

頁 

ほか 

第５章 災害応急対策計画   

第１１節 給水計画  第１２節 上下水道施設対策計画 

 農村上下水道の一元管理に伴う修正 

 注）一般災害、地震災害の両方に記載があるものの「章・節」は一般災害対策編でのもの。 

 

２ 【資料編】について 

・ 資料１－１ 指定避難所一覧 町内会の新設・解散等に伴う修正 

・ 資料１－４ 福祉避難所一覧表 ４施設を追加 

・ 資料４－１ 災害情報等通報関係機関 空港民営化及び協定の新規締結に伴う修正 

・ 資料４－２ 洪水ハザードマップの見直しに伴い、災害時要援護者関連施設の指定を見直し 

・ 資料５   防災協定書 令和２年３月以降に締結した 12の協定を追加 

 


